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prop. 𝑉, 𝑊, 𝑉 ∪ 𝑊がℝ𝑛の部分ベクトル空間ならば、𝑉 ⊂ 𝑊又は𝑉 ⊃ 𝑊。 

pf. 𝑉, 𝑊, 𝑉 ∪ 𝑊: ℝ𝑛の部分ベクトル空間とする。 

[
示すこと: (𝑉 ⊂ 𝑊)⋁(𝑉 ⊃ 𝑊)

  𝑖. 𝑒. ¬{(𝑉 ⊄ 𝑊)⋀(𝑉 ⊅ 𝑊)}
] 

(𝑉 ⊄ 𝑊)⋀(𝑉 ⊅ 𝑊)と仮定すると、 

∃𝑣 ∈ 𝑉 ∩ 𝑊𝑐, ∃𝑤 ∈ 𝑉𝑐 ∩ 𝑊  

よって 𝑣, 𝑤 ∈ 𝑉 ∪ 𝑊であり、 

条件より𝑉 ∪ 𝑊はベクトル空間だから、 

𝑣 + 𝑤 ∈ 𝑉 ∪ 𝑊 ⋯① 

ここで、𝑣 + 𝑤 ∈ 𝑉と仮定する。 

今 𝑣 ∈ 𝑉であり、条件より𝑉はベクトル空間だから、− 𝑣 ∈ 𝑉 

よって − 𝑣, 𝑣 + 𝑤 ∈ 𝑉であり、𝑉はベクトル空間だから、 

𝑤 = (−𝑣) + (𝑣 + 𝑤) ∈ 𝑉となるが、 

これは 𝑤 ∈ 𝑉𝑐 ∩ 𝑊に反する。 

よって、𝑣 + 𝑤 ∉ 𝑉 ⋯② 

同様に、𝑣 + 𝑤 ∉ 𝑊 ⋯③ 

②,③より、𝑣 + 𝑤 ∉ 𝑉 ∪ 𝑊となるが、 

これは①に矛盾する。 

以上より¬((𝑉 ⊄ 𝑊)⋀(𝑉 ⊅ 𝑊))は示された。 

即ち、𝑉 ⊂ 𝑊又は𝑉 ⊃ 𝑊は成り立つ。∎ 


